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都市基盤整備が進む小田急相模原駅周辺 
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新
相
模
原
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　相模原市は、本年3月11日の城山町、藤野町との合
併により、総面積約329平方キロメートル、人口70万
人を超える全国でも有数の都市となります。 
　相模原市自治会連合会では、この合併を自然と産業が
調和した活力ある都市づくりを一層進める契機と捉え、
本市の更なる発展のためには、政令指定都市への早期移
行の必要があると考えました。 
　そこで、政令指定都市への移行早期実現の要望書等の
提出についての決議を理事会で行い、相模原市長に対す
る要望書と市議会議長に対する陳情書を、12月22日に
提出しました。 

要望書を、三橋会長（当時）から市長に手渡しました。 

都市基盤整備が進む小田急相模原駅周辺 

（要望書の内容は3面に） 



新
し
い
時
代
を
と
も
に
ひ
ら
く

「
市
政
を
話
し
合
う
会
・
地
域
市
政
懇
談
会
」
を
開
催
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市
政
を
話
し
合
う
会

市
自
治
会
連
合
会
で
は
、
平
成
18

年
度
の
話
し
合
う
会
を
、
平
成
18
年

11
月
15
日
（
水
）
に
開
催
し
ま
し
た
。

小
川
市
長
、
両
助
役
、
教
育
長
と
17

名
の
地
区
連
会
長
（
理
事
）
が
、「
米

軍
基
地
返
還
問
題
」、「
津
久
井
地
域

と
の
合
併
」
や
「
公
共
交
通
」
等
を

話
題
に
熱
心
な
懇
談
を
行
い
ま
し
た
。

地
域
市
政
懇
談
会

市
連
加
盟
の
地
区
自
治
会
連
合
会

で
は
、
18
地
区
で
の
「
地
域
市
政
懇

談
会
」
を
毎
年
夏
か
ら
秋
に
か
け
て

開
催
し
、
各
地
区
自
治
会
連
合
会
単

位
で
の
課
題
な
ど
に
つ
い
て
の
話
し

合
い
が
行
わ
れ
て
お
り
ま
す
。

今
年
度
の
地
域
市
政
懇
談
会
の
地

区
別
議
題
は
次
の
と
お
り
で
す
。

今
後
も
、
自
治
会
、
地
区
自
治
会

連
合
会
及
び
市
自
治
会
連
合
会
は
、

そ
れ
ぞ
れ
の
視
点
で
と
も
に
市
と
手

を
携
え
て
相
模
原
市
発
展
の
た
め
に

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
づ
く
り
・
地
域
づ
く

り
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

1 相模原市民の歌の啓発と定着に向けて
2 都市計画道路に自転車帯の設置方針のその後について
3 災害時における情報提供について
4 高齢者の社会保障費等について
5 政令指定都市について
1 共同墓地（合葬墓）の建設について
2 歩道の通行空間の確保について
3 西門買物通りの駐車場について
4 蜂の巣の駆除について
1 上溝中央公園の未整備部分の利用について
2 県道508号（厚木城山）の歩道の整備について
3 市役所周辺の駐車場について
4 キャンプ座間のヘリコプター騒音について
1 市が実施しているモデル事業の状況及び地域福祉推進モデル事業への市の支援について
2 福祉相談窓口への助成の継続について
3 並木倉庫跡地に建設予定の市営住宅について
4 地域市政懇談会のあり方及び光が丘への交番設置について
5 自治会掲示板の存続と維持管理への助成について
6 旧相模原工業技術高等学校跡地の今後の計画について
7 相模原市のいじめ問題について
1 都市計画道路町田新磯線の進捗状況等について
2 勝坂遺跡公園等の整備計画について
3 新磯地区内における交通安全対策について
4 新磯橋の改良工事について
5 用水路の臭気について
6 キャンプ座間のヘリコプター騒音について
1 市道大山氷川の整備について
2 市道宮上横山と市道南橋本25号との交差点への信号機設置について
3 市道宮上横山の歩道のバリアフリー化と市道小山7号等の道路上に通過車両の減速を促
す路面標示をすることについて

4 学校等でのいじめについて
1 地域内の危険な交差点改良と側溝整備について
2 上鶴間本町3丁目への交番の設置について
3 県道51号（町田厚木）と市道谷口台東林間との交差点改良について
4 環境の整備について
5 防犯灯への補助について
1 相模総合補給廠返還部分の跡地利用について
2 ひばり放送について
3 宮下地区の道路整備の促進について
4 相模総合補給廠北側外周道路について
5 相模原駅周辺の駐輪対策について
6 ふれあい広場について
7 相模原駅周辺の放置自転車対策について
8 市街地における高層建築物の高さ規制について
9 いじめ問題への対応について
10 市道相模原1号の歩道のカラー舗装化について

星が丘
〔10/26〕

中　央
〔10/27〕

上　溝
〔10/20〕

光が丘
〔10/31〕

新　磯
〔11/6〕

清　新
〔11/9〕

大野南
〔11/10〕

小　山
〔11/14〕

大　沢
〔8/3〕

大野中
〔8/8〕

東　林
〔8/9〕

相武台
〔8/22〕

相模台
〔10/12〕

橋　本
〔10/13〕

田　名
〔10/16〕

大野北
〔10/18〕

麻　溝
〔10/20〕

横　山
〔10/24〕

地区〔開催日〕

1 自治会加入促進について
2 市道下九沢大島の道路整備の全体計画についての再要望
3 大沢出張所・公民館の改修後の駐車場の確保について
4 ペットボトル等分別回収実証実験の状況について
5 小田急多摩線延伸について
1 東清掃事業所の跡地利用について
2 たばこの吸殻・空き缶等のポイ捨てに関する規制の強化について
3 木もれびの森の下草刈りについて
4 学校の空き教室の開放について
1 市道東林間大和及び市道中和田翠ヶ丘の道路改良について
2 防犯活動組織について
3 住宅密集地域での消防対策と消防団の再編について
4 児童クラブとふれあいセンターについて
5 東林地区の歩道について
6 ひばり放送での子どもの見守りへの協力呼びかけについて
1 市道相武台47号の歩道のバリアフリー型歩道への整備推進及びキャンプ座間内道路の
相互利用について

2 自治会活動推進奨励金の積算根拠について
3 コミュニティバスの運行について
4 自治会掲示板の助成制度復活について
1 米軍相模原住宅地内の横浜水道道緑道の開放について
2 米軍相模原住宅地区外周壁の安全確保の進捗状況について
3 南台地区への市営住宅建設の進捗状況について
4 相模台地区の公共施設について
5 縦割り行政及び横浜水道道緑道について
6 ごみの分別回収について
1 橋本駅周辺のまちづくりについて
2 大型集合住宅の自治会立ち上げと自治会加入促進について
3 小型こどもセンターの早期整備について
1 田名地区における公共交通整備ついて
2 個人情報保護法が制定された以降、地域の諸行事が閉ざされてきている現状について
3 ペットボトル等の中間処理施設の建設経過及び安全性について
1 上矢部、宮下両地区連絡道路の整備について
2 防犯のための道路環境整備について
3 市立淵野辺東小学校プレハブ校舎の移転とその用地確保による学校環境の整備について
4 斎場の建設について
5 鹿沼公園の整備について
6 大野北中学校のグラウンドの排水について
7 淵野辺駅北口のペデストリアンデッキ下について
8 市営住宅入居者の選考について
1 県道52号（相模原町田）拡幅整備の進捗状況について
2 麻溝小学校の大規模改修について
3 学童通学安全指導員の配置について
4 生活道路等の整備改善について
1 在日米軍再編問題について
2 横山地区のまちづくりについて
3 ごみの収集について
4 横山丘陵緑地の姥沢地区について

地区〔開催日〕

平成18年度地域市政懇談会地区別議題一覧

新
し
い
時
代
を
と
も
に
ひ
ら
く

「
市
政
を
話
し
合
う
会
・
地
域
市
政
懇
談
会
」
を
開
催

各
自
治
会
の
皆
さ
ん
は
、
日
頃
様
々
な
地
域
活
動
を
さ
れ
て
お
り
、
一
つ
の
共
有
す
る
風
景
を
実
感
で

き
る
間
柄
と
も
い
え
る
と
思
い
ま
す
。

自
治
会
活
動
に
は
さ
ら
に
、
よ
り
広
い
範
囲
を
視
野
に
入
れ
た
活
動
も
あ
り
ま
す
。
そ
れ
が
市
・
地
区

自
治
会
連
合
会
の
活
動
で
す
。
そ
の
活
動
の
一
つ
と
し
て
、
市
行
政
と
の
懇
談
の
場
を
設
け
て
お
り
ま
す
。

　
平
成
18
年
度
の
相
模
原
市
自
治
会
活
動

功
労
者
感
謝
状
贈
呈
式
が
、
平
成
19
年
2

月
3
日
（
土
）
に
市
民
会
館
で
行
わ
れ
ま

し
た
。 

　
こ
れ
は
、
心
か
よ
い
あ
う
明
る
い
ま
ち

づ
く
り
を
推
進
す
る
た
め
、
地
域
住
民
の

福
祉
向
上
に
寄
与
し
た
方
に
相
模
原
市
が

感
謝
の
意
を
表
す
る
も
の
で
、
今
年
度
、

相
模
原
市
自
治
会
連
合
会
か
ら
は
38
名
、

津
久
井
町
か
ら
は
14
名
、
相
模
湖
町
か
ら

は
1
名
、
計
53
名
の
方
が
市
長
か
ら
感
謝

状
の
贈
呈
を
受
け
ま
し
た
。
受
賞
者
は
次

の
方
々
で
す
。
　
　
　
　
　
（
敬
称
略
） 

おめでとう 

市長から感謝状が贈呈されました 

ございます 
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今
回
の
人
物
紹
介
は
、
東
林

地
区
社
会
福
祉
協
議
会
会
長
を

さ
れ
て
い
る
傍
ら
、
各
地
の
公

民
館
や
ふ
る
さ
と
ま
つ
り
な
ど

で
落
語
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
続

け
ら
れ
て
い
る
小
堀
富
二
さ
ん

で
す
。

1
月
15
日
に
小
堀
さ
ん
を
訪

問
し
お
話
を
伺
い
ま
し
た
。

―
落
語
を
始
め
ら
れ
た
き
っ
か

け
か
ら
お
聞
か
せ
く
だ
さ
い
。

妻
が
民
生
委
員
を
し
て
い
た

昭
和
62
年
ご
ろ
、
民
生
委
員
の

方
々
が
高
齢
者
を
慰
安
す
る
の

に
落
語
を
や
っ
た
ら
ど
う
か
と

相
談
し
て
お
り
、
私
も
仲
間
に

入
っ
て
落
語
を
始
め
ま
し
た
、

芸
名
は
相
模
亭
煙
幕
（
当
初
は

東
林
亭
）
と
名
乗
り
、
右
も
左

も
分
か
ら
な
い
状
態
だ
っ
た
の

で
、
当
時
、
市
職
員
で
大
学
時
代
に

落
語
研
究
会
に
入
っ
て
い
た
樋
口
さ

ん
に
扇
子
の
使
い
方
な
ど
、
基
本
的

な
こ
と
を
教
え
て
も
ら
い
ま
し
た
。

ま
た
、
相
模
大
野
銀
座
商
店
街
振
興

組
合
に
勤
め
て
い
た
頃
、
相
模
大
野

の
八
起
と
い
う
焼
肉
屋
で
、
落
語
の

4
派
が
一
同
に
会
す
る
落
語
会
が
始

ま
り
、
よ
く
応
援
で
見
に
行
き
ま
し

た
。演

目
が
終
わ
っ
た
後
、
落
語
家
の

ま
と
め
役
の
三
遊
亭
好
楽
な
ど
と
よ

く
落
語
談
議
を
し
ま
し
た
。そ
の
頃
、

自
分
は
こ
っ
け
い
噺
を
し
て
い
ま
し

た
が
、
あ
る
と
き
好
楽
に
、
人
情
噺

は
プ
ロ
で
な
い
と
し
た
ら
い
け
な
い

か
と
尋
ね
た
と
こ
ろ
「
素
人
で
も
年

を
重
ね
た
人
が
す
る
人
情
噺
は
味
が

あ
る
の
で
是
非
お
や
り
な
さ
い
」
と

言
わ
れ
、
そ
れ
か
ら
主
に
人
情
噺
を

特
に
誰
に
も
教
わ
ら
ず
、
独
学
で
語

っ
て
い
ま
す
。
現
在
、
持
ち
ネ
タ
は

約
20
あ
り
、
得
意
な
も
の
は
『
死
神
』

『
芝
浜
』『
井
戸
の
茶
碗
』
な
ど
で
す
。

―
煙
幕
と
い

う
芸
名
の
由

来
を
お
聞
か

せ
く
だ
さ

い
。い

つ
も
落

語
の
「
ま
く

ら
」
で
こ
う

話
し
て
い
ま

す
。『

私
は
煙

草
吸
い
で
家

で
プ
カ
プ
カ

や
っ
て
い
る
の
で
ま
る
で
煙
幕
だ
と

い
う
訳
で
そ
の
ま
ま
煙
幕
に
な
り
ま

し
た
、
小
学
生
の
孫
が
私
の
健
康
の

こ
と
を
心
配
し
て
「
お
じ
い
ち
ゃ
ん

ア
ヒ
ル
に
煙
草
を
吸
わ
せ
る
と
ど
う

な
る
か
知
っ
て
る
」「
解
ん
な
い
な
」

「
ガ
ン
に
な
っ
て
天
国
へ
飛
ん
で
い

っ
ち
ゃ
う

の
」
「
そ
う

か
煙
草
は
体

に
よ
く
な
い

ん
だ
な
」
す

る
と
中
学
生

の
孫
が
「
お

じ
い
ち
ゃ
ん

白
鳥
に
煙
草

を
吸
わ
せ
る

と
ど
う
な
る

か
知
っ
て

る
」
「
知
っ

て
る
よ
、
ガ

ン
に
な
っ
て
天
国
へ
飛
ん
で
い
っ
ち

ゃ
う
ん
だ
ろ
」「
ち
が
う
ち
が
う
白

鳥
は
ガ
ン
に
な
る
の
は
い
や
だ
か
ら

あ
た
い
は
煙
草
は
ス
ワ
ン
ス
ワ
ン
と

言
う
ん
だ
」』

―
所
属
さ
れ
て
い
る
相
模
演
芸
協
会

に
つ
い
て
教
え
て
く
だ
さ
い
。

現
在
、
男
性
6
名
女
性
3
名
で
腹

話
術
、
声
帯
模
写
、
マ
ジ
ッ
ク
、
紙

切
り
な
ど
を
や
っ
て
お
り
、
昨
年
は

各
地
で
40
回
を
超
え
る
公
演
を
し
ま

し
た
。

全
員
が
揃
っ
て
舞
台
に
上
が
る
の

は
、「
東
林
ふ
る
さ
と
ま
つ
り
」
ぐ

ら
い
で
、
そ
の
他
の
公
演
は
3
〜
5

人
で
演
じ
て
い
ま
す
。

私
は
、
昨
年
市
内
や
近
隣
市
の
公

民
館
の
高
齢
者
学
級
な
ど
で
12
回
高

座
に
上
が
り
ま
し
た
。

大
正
14
年
生
ま
れ
の
江
戸
っ
子
と

い
う
小
堀
さ
ん
、
落
語
を
続
け
な
が

ら
、
東
林
間
自
治
会
長
、
東
林
地
区

自
治
会
連
合
会
会
長
、
相
模
原
市
自

治
会
連
合
会
会
計
等
を
歴
任
さ

れ
、
地
区
防
災
訓
練
を
初
め
て

実
施
、
東
林
ふ
れ
あ
い
の
森
の

誕
生
、
ま
た
年
々
盛
大
に
行
わ

れ
て
い
る
東
林
地
区
阿
波
お
ど

り
の
開
催
等
に
も
尽
力
さ
れ
、

さ
ら
に
平
成
15
年
度
か
ら
東
林

地
区
社
会
福
祉
協
議
会
会
長
を

務
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
健
康
の

秘
訣
を
お
尋
ね
す
る
と
、「
特

別
こ
れ
と
い
っ
た
こ
と
も
な
い

が
、
地
域
の
仕
事
に
携
わ
っ
て

い
る
の
が
良
い
の
か
な
」
と
話

さ
れ
て
い
ま
し
た
。

こ
れ
か
ら
も
、
ご
活
躍
さ
れ

る
こ
と
を
お
祈
り
い
た
し
ま

す
。

（
東
林
地
区

自
治
会
法
人
東
林
間
自
治
会
員
）

相模原市の政令指定都市への移行実現に関する要望書

貴職におかれましては、日ごろより、住民福祉向上のために着実な市政運
営に努められ、多大な成果を上げられておりますことに、心より敬意を表す
るとともに、深く感謝申し上げます。
さて、相模原市は、津久井町、相模湖町、城山町及び藤野町との合併によ
り、面積約329平方キロメートル、人口70万人を超える全国でも有数の大都
市となります。
相模原市は、従来から積極的な産業誘致と都市基盤の整備を進めてきた結
果、首都圏南西部における主要な広域交流拠点都市に成長いたしましたが、
貴重な水資源と広大な森林を有する津久井地域との合併によって、自然と産
業が調和した活力ある都市づくりを進める下地が整うとともに、今後は、さ
がみ縦貫道路や津久井広域道路の整備により、更なる発展の可能性が高まっ
ております。
また、合併により行政区域が拡大いたしましたが、地方分権時代にふさわ
しい新市を創っていくためには、都市内分権を進め、地域に根ざしたきめ細
かなまちづくりを進めることが今まで以上に必要になります。
協働と分権により、効率的・効果的な行財政運営を推進するためには、現
行の都市制度上、最も多くの権限と財源を持ち、自立したまちづくりを行う
ことができる政令指定都市への移行が必要であります。
よって、今後、貴職のリーダーシップの下で、政令指定都市への移行が早
期に実現できるよう積極的に取り組まれることを強く要望いたします。

平成18年12月22日

相模原市長　小 川 勇 夫 殿

相模原市自治会連合会

会 長　三 橋　 豊
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意　義 

意　義 

意　義 

意　義 

意　義 

方法等 

方法等 

方法等 

方法等 

方法等 

未加入世帯の人と直接面談することで
加入への意向を引き出す。 

マンション入居にあたっての事前説明
時等に依頼がされるので、加入への心
理的なハードルを下げられる。 

アパート等の入居状況にかかわらず、
自治会への加入自体は担保される。 

実際に自治会が活動している場面を捉
えてアピールし加入を促す。 

自治会活動の意義は評価していても、
役員としての活動は困難である高齢者
世帯等の退会防止が可能となる。 

自治会加入のしおり・自治会独自
の案内パンフレットの配布 

マンション建設段階での加入案内 

アパート･マンションの一括加入の
働きかけ 

イベント等への参加呼びかけ 

役員免除などの退会防止策の検討 

地道な努力で会員増強を 

役員自身が加入促進についての理解と関心を
持ち、足を運ぶ。 
自治会活動のメリット（地域コミュニティの
活性化、防犯や防災面など家族や自身の安心・
安全に直結した活動であること）を十分に説
明する。 

マンション建設に先立って行われる地元説明
会を通じて自治会加入への依頼を行う。 
更に建築主等が加入依頼を行うことを、建築
に関する協定書・覚書等に記載してもらう。 

建設当初の入居者を中心に加入が図られたと
しても、転居に伴う新規加入が必ずしも保証
されない。このため、管理人（者）との協議・
協力依頼のうえ、アパート等の一括加入を働
きかける。 

地域のイベントなどの際、未加入者へも声か
けし、イベントへの参加を通じて自治会活動
への理解を深めていただき、加入をお願いする。 

自治会内での意見統一のうえ、年齢などの一
定条件に該当する場合、本人の意向により組・
班の中で就任を要請される役割分担を免除す
る等の規定を規約で定めるなどの対策を実施
する。 

　自治会加入率の減少化傾向に対して、市自治会連合会の組織部会では各自治会での加入
促進活動を行うにあたっての参考としていただくような方策の検討を毎年進めております。 
　今年度は、昨年実施した自治会長アンケートの結果をもとに検討しているところです。 
　今回は、これまでに方策としてまとめたものをご紹介しますので、今後の活動にお役立
てください。 

　市長に政令指定都市への移行実現に関する要望書を、市議会議長に陳情書を提出しました。市長へ
の要望書は以下のとおりです。 

（１面から続く） 

政令指定都市への移行実現に関する 
要望書・陳情書を提出 

厚生施設 
　平成19年4月1日から、次の宿泊施設と新たに割引契約を結びます。 
自治会員の皆様への特典を用意していますので、ご利用下さい。 
　契約内容・利用方法等は、3月下旬頃各世帯に配布いたします「ホ
テル、遊園地等との割引契約のご案内」リーフレットをご覧下さい。 

　市自治会連合会では、この他にも多くの宿泊施設、遊園地等と
の割引契約を結んでおります。 

厚生施設 
厚生施設に新たな施設が加わります 

●「真鶴半島　一望閣」（真鶴町） 

●「ウェルネスの森　伊東」（伊東市） 

●「ラビスタ伊豆山」（熱海市） 

高座での小堀富二さん
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矢
部
第
四
自
治
会
長 

青
木
　
守
市 

No.38

む
ら
　
と
み 

村
富
神
社
の
古
事
来
歴 

む 

ら
　
と 

み 

創
建
は
古
く
、
徳
川
四
代

将
軍
家
綱

い
え
つ
な

の
時
代
、
江
戸
の

豪
商
、
相
模
屋
助
右
エ
門
が

農
民
を
糾
合

き
ゅ
う
ご
う

し
、
延
宝

え
ん
ぽ
う

元
年

（
一
六
七
三
年
）
矢
部
新
田
村

の
開
村
と
鎮
守
社
を
創
建
し

た
と
伝
え
ら
れ
て
い
ま
す
。

慶
応
三
年
に
京
都
の
伏
見

神
社
よ
り
村
富
稲
荷
社
の
神

宣
を
受
け
、
明
治
六
年
「
村

富
神
社
」
に
改
称
、
現
在
の

社
殿
は
明
治
四
十

三
年
に
再
建
さ
れ

た
も
の
で
す
。

主
神

し
ゅ
し
ん

の
神
は
宇う

迦が

之の

御
魂
命

み
た
ま
の
み
こ
と

で
、

産
業
の
神
、
家
庭

の
屋
敷
神
と
し
て

祀ま
つ

ら
れ
て
い
ま

す
。幕

末
か
ら
明
治

初
期
の
神
社
の
秋

祭
り
に
は
、
樹
立

の
間
を
練
り
踊
る

「
狂
い
獅
子
」
が

人
々
に
伝
承
さ

れ
、
い
つ
し
か
絶

え
、
名な

残ご
り

の
獅
子
し

し

頭
が
し
ら

が
三

つ
古
宝
と
し
て
祖
神
社
社

殿
に
保
存
さ
れ
て
い
ま
す
。

獅
子
頭

は
、
十
九
世

紀
初
頭
の
代

表
的
な
作

品
、
相
模
原

市
指
定
有
形

民
俗
文
化
財

で
一
般
公
開

し
て
い
ま

す
。神

儀
は
、
八
月

の
例
大
祭
、
初
詣

は
つ
も
う
で

元
旦
祭
、
二
月
に

初
午

は
つ
う
ま

祭
、
十
一
月

の
七
五
三
祝
祭
な

ど
祭
礼
、
祝
祭
の

行
事
は
年
々
盛
大
で
す
。

広
い
境
内
は
樹
齢
百
年
を

越
す
桜
や
多
く
の
樹
木
に
囲

ま
れ
、
本
殿
、
拝
殿
、
幣へ

い

殿
、

神
楽

か
ぐ
ら

殿
、
参
集
殿
の
他
、
社

務
所
、
授
与
品
所
、
獅
子
堂

が
あ
り
ま
す
。

私
達
の
自
治
会
は
、
昭
和
四
十
五

年
に
発
足
し
ま
し
た
。
当
初
は
世
帯

数
も
少
な
く
田
舎
の
様
な
町
で
し
た
。

三
十
八
年
を
迎
え
た
現
在
は
急
速
に

世
帯
数
が
増
加
し
、
四
百
五
十
世
帯

と
な
り
ま
し
た
。
住
所
も
一
丁
目
と

二
丁
目
に
分
か
れ
て
い
ま
す
。

さ
て
、
自
治
会
の
活
動
に
つ
い
て

で
す
が
、
子
供
会
は
夏
の
七
夕
飾
り

づ
く
り
や
野
外
映
画
を
行
っ
て
い
ま

す
。
高
齢
者
で
つ
く
る
「
小
町
交
友

会
」
は
、
毎
週
広
場
で
ゲ
ー
ト
ボ
ー

ル
を
楽
し
ん
で
お
り
、
毎
月
、
誕
生

会
を
行
っ
て
い
ま
す
。
野
球
部
も
大

活
躍
で
地
域
の
大
会
な
ど
で
優
勝
を

す
る
勢
い
で
す
。
夏
ま
つ
り
は
、
協

力
団
体
の
模
擬
店
で
に
ぎ
わ
い
、
大

ス
テ
ー
ジ
で
は
歌
や
ハ
ワ
イ
ア
ン
ダ

ン
ス
な
ど
で
盛
り
上
が
り
ま
す
。
秋

は
会
員
の
親
睦
を
兼
ね
て
バ
ス
旅
行

を
行
っ
て
い
ま
す
。
自
主
防
災
隊
の

活
動
は
、
消
防
署
か
ら
起
震
車
に
来

て
い
た
だ
き
実
施
し
て
い
ま
す
。
一

月
に
は
町
内
を
あ
げ
て
の
餅
つ
き
会

を
楽
し
く
行
っ
て
い
ま
す
。

う
れ
し
い
こ
と
に
少
子
化
と
い
わ

れ
る
今
、
小
町
通
で
は
子
供
た
ち
が

増
え
て
い
ま
す
。

み
ん
な
で
気
軽
に
声
を
掛
け
合
え

る
町
、「
心
の
ふ
る
里
、
小
町
通
」
と

願
っ
て
い
ま
す
。

光
が
丘
地
区
自
治
会
連
合
会
の
活

動
を
紹
介
し
ま
す
。

防
災
意
識
の
高
揚
と
自
主
防

各
自
治
会
の
防
災
部
長
さ
ん
を
対

象
に
県
総
合
防
災
セ
ン
タ
ー
に
て
防

災
部
長
研
修
を
開
催
。
ビ
デ
オ
シ
ア

タ
ー
や
暗
闇
の
中
で
の
煙
体
験
、
震

度
体
験
、
消
火
訓
練
な
ど
、
体
験
学

習
を
中
心
と
し
た
研
修
を
実
施
。
ま

た
十
月
の
自
主
防
災
訓
練
で
は
、
光

が
丘
公
民
館
で
本
部
運
営
訓
練
と
並

行
し
、
5
つ
の
避
難
所
運
営
訓
練
を

一
斉
に
実
施
（
十
九
年
度
は
六
月
に

実
施
す
る
予
定
）
し
、
防
災
意
識
の

高
揚
と
地
震
時
の
的
確
な
行
動
を
学

習
し
ま
し
た
。

交
通
安
全
と
防
犯
対
策

主
要
交
差
点
付
近
で
、
地
区
内
を

走
る
車
や
自
転
車
な
ど
に
、
交
通
ル

ー
ル
や
安
全
運
転
を
呼
び
か
け
る
交

通
安
全
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
を
実
施
。
ま

た
、
空
巣
や
ひ
っ
た
く
り
等
に
用
心

す
る
よ
う
、
各
自
治
会
で
見
回
り
や

声
か
け
運
動
な
ど
を
こ
ま
め
に
展
開

し
、
地
域
が
一
丸
と
な
っ
て
犯
罪
防

止
に
努
め
て
い
ま
す
。

ふ
る
さ
と
ま
つ
り

昨
年
八
月
に
三
十
回
目
を
迎
え
た

「
光
が
丘
地
区
ふ
る
さ
と
ま
つ
り
」は
、

三
十
回
記
念
に
盛
沢
山
の
イ
ベ
ン
ト

「
自
治
会
の
子
ど
も
達
集
ま
れ
！
」、

「
交
通
・
防
犯
パ
レ
ー
ド
」、
七
百
名

を
超
え
る
「
民
踊
流
し
」、
各
自
治
会

の
「
模
擬
店
」、
ま
つ
り
の
最
後
を
飾

る
「
花
火
大
会
」
な
ど
、
地
域
の
底

力
を
感
じ
さ
せ
る
素
晴
ら
し
い
も
の

で
し
た
。

大
沼
自
治
会
（
約
千
二
百
五
十
世

帯
）
で
は
、
防
犯
・
防
災
活
動
を
自

治
会
の
重
点
項
目
の
第
一
に
掲
げ
、

田
名
地
区
自
治
会
連
合
会
は
、
十

五
単
位
自
治
会
、
会
員
七
千
五
百
世

帯
で
構
成
さ
れ
て
い
ま
す
。
十
五
年

度
か
ら
「
住
み
よ
い
田
名
」
を
実
現

す
る
た
め
、「
田
名
の
あ
す
を
拓ひ

ら

く
委

員
会
」
を
設
置
し
研
究
を
し
て
き
ま

し
た
。
委
員
会
の
下
に
四
分
科
会
を

設
け
、
そ
の
内
の
防
犯
分
科
会
が
平

成
十
八
年
五
月
よ
り
田
名
地
区
防
犯

協
会
と
し
て
組
織
を
立
ち
上
げ
、
犯

罪
を
減
ら
し
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
街

づ
く
り
を
目
指
し
活
動
を
開
始
し
ま

し
た
。

昨
年
十
月
に
田
名
在
住
の
篤
志
家

の
寄
付
に
よ
り
、
田
名
専
属
の
青
パ

ト
を
持
つ
こ
と
が
実
現
し
ま
し
た
。

車
の
ナ
ン
バ
ー
は
「
相
模
と
110
」
運

転
者
は
、
十
八
名
で
警
察
の
講
習
を

受
け
許
可
証
を
取
得
し
て
い
ま
す
。

任
意
団
体
に
青
パ
ト
使
用
が
許
可
さ

れ
た
の
は
全
国
で
も
数
少
な
い
と
聞

い
て
お
り
ま
す
。
パ
ト
ロ
ー
ル
は
、

ほ
ぼ
毎
日
行
わ
れ
、
巡
回
ル
ー
ト
は

そ
の
日
の
運
転
者
が
前
日
ま
で
の

「
日
報
」
を
見
て
決
め
て
い
ま
す
。
田

名
地
区
十
五
自
治
会
の
地
域
を
偏
ら

な
い
よ
う
に
、
一
日
／
三
〜
五
回
地

域
を
回
り
ま
す
。
現
在
、
防
犯
パ
ト

ロ
ー
ル
活
動
を
主
体
に
交
通
事
故
防

止
等
の
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
に
も
出
動
し

て
い
ま
す
。

一
方
、
各
自
治
会
活
動
の
一
端
と

し
て
、
防
犯
ベ
ス
ト
を
三
百
着
作
成

し
、
十
七
年
十
二
月
か
ら
パ
ト
ロ
ー

ル
を
行
っ
て
い
ま
す
。
現
在
、
日
常

的
に
二
百
名
ほ
ど
の
人
達
が
防
犯
活

動
に
参
加
し
て
い
ま
す
。

青
パ
ト
の
運
行
と
伴
に
各
自
治
会

に
よ
る
防
犯
パ
ト
ロ
ー
ル
を
開
始
し

て
か
ら
、
ま
だ
五
ヶ
月
し
か
経
過
し

て
お
り
ま
せ
ん
が
、
街
の
安
全
・
安

心
が
徐
々
に
良
く
な
っ
て
き
て
い
る

と
の
自
治
会
会
員
の
声
が
寄
せ
ら
れ

て
い
ま
す
。

防
犯
・
防
災
部
と
自
主
防
災
隊
が
中

心
に
な
っ
て
主
と
し
て
以
下
の
活
動

を
し
て
い
ま
す
。

(1)
防
犯
灯
・
消
火
器
の
新
設
・
維
持

管
理

(2)
防
犯
パ
ト
ロ
ー
ル
を
毎
月
一
回
区

長
・
組
長
に
よ
り
二
〇
〇
五
年
九

月
か
ら
実
施

(3)
年
末
特
別
警
戒
を
暮
れ
に
役
員
・

自
主
防
災
隊
で
二
日
間
実
施

(4)
双
葉
小
及
び
大
沼
小
避
難
所
運
営

協
議
会
へ
の
参
画
、
災
害
弱
者
支

援
（
自
主
防
災
隊
）

(5)
前
記
の
避
難
所
合
同
防
災
訓
練

（
十
月
、
十
一
月
）
に
計
四
百
名

余
参
加

ま
た
、
二
〇
〇
五
年
六
月
か
ら
自

治
会
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
開
設
し
、
自

治
会
活
動
を
オ
ー
プ
ン
に
す
る
と
と

も
に
、
防
犯
・
防
災
活
動
の
紹
介
を

積
極
的
に
行
い
会
員
へ
の
情
報
提
供

を
行
っ
て
い
ま
す
。
こ
の
一
年
で
は
、

行
事
の
紹
介
を
は
じ
め
、
防
犯
パ
ト

ロ
ー
ル
や
防
災
訓
練
の
様
子
、
市
の

防
犯
統
計
デ
ー
タ
の
紹
介
等
を
行
い

ま
し
た
。

自
治
会
の
存
在
意
義
が
問
わ
れ
る

昨
今
で
す
が
、
一
部
の
会
員
の
方
で

防
犯
灯
や
ゴ
ミ
置
場
の
管
理
を
自
治

会
で
や
っ
て
い
る
こ
と
を
知
ら
な
い

方
が
見
受
け
ら
れ
ま
す
。
地
域
の
文

化
行
事
（
写
真
は
一
月
の
「
ど
ん
ど

焼
き
」）
も
大
切
で
す
が
、
防
犯
と
防

災
や
環
境
へ
の
取
り
組
み
を
会
員
の

皆
さ
ん
に
知
っ
て
も
ら
い
、
自
治
会

へ
の
加
入
が
安
全
な
日
常
生
活
に
と

っ
て
欠
か
せ
な
い
と
の
認
識
を
も
っ

て
い
た
だ
く
こ
と
が
大
切
と
考
え
て

い
ま
す
。

（
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
は「
大
沼
自
治
会
」

で
検
索
で
き
ま
す
の
で
一
度
ご
覧
く

だ
さ
い
）

明
治
四
十
年
八
王
子
・
横
山
町
か

ら
譲
り
受
け
た
山
車
の
劣
化
・
損
傷

が
著
し
く
、
平
成
十
六
年
神
輿
大
修

復
（
二
十
年
ぶ
り
）
に
続
き
山
車
の

大
修
復
を
し
た
。

四
百
世
帯
足
ら
ず
の
自
治
会
員
に

三
年
間
で
、
二
千
万
円
近
い
寄
付
を

お
願
い
し
、
我
々
の
世
代
で
自
治
会

内
の
先
人
の
方
々
が
残
し
て
く
れ
た

宝
物
を
（
山
車
再
生
見
積
り
八
千
万

〜
一
億
）
五
十
年
後
の
会
員
の
方
々

に
託
す
こ
と
が
出
来
た
事
は
、
自
治

会
員
の
皆
様
は
も
と
よ
り
、
平
成
十

六
年
神
輿
大
修
復
・
平
成
十
八
年
山

車
大
修
復
と
連
続
し
て
修
復
実
行
委

員
長
を
務
め
た
佐
藤
信
清
上
溝
自
治

会
連
合
会
会
長
、
佐
藤
七
夫
本
町
祭

り
保
存
会
会
長
は
じ
め
、
祭
り
保
存

会
、
寿
会
、
神
輿
会
、
は
や
し
連
、

子
ど
も
会
、
本
町
地
区
外
に
移
住
さ

れ
た
方
々
が
本
町
山
車
を
守
る
た
め

に
、
地
区
外
の
方
が
本
町
山
車
が
好

き
だ
か
ら
と
寄
付
を
さ
れ
、
ま
た
昨

今
の
個
人
情
報
関
連
で
寄
付
者
全
戸

を
足
掛
け
五
ヶ
月
間
集
金
に
従
事
し

た
自
治
会
役
員
等
自
治
会
一
丸
と
な

っ
た
結
果
で
し
た
。

先
人
の
方
々
か
ら
聞
い
た
言
葉
で

す
。

★
上
溝
の
女
は
、
お
盆
休
み
に
ゃ

（
に
は
）、
け
え
ら
ね
え
（
実
家
に

帰
ら
な
い
）

★
七
月
二
十
七
日
け
え
っ
て
（
実
家

に
帰
っ
て
）、
二
十
九
日
に
戻
る

（
嫁
ぎ
先
に
）

★
祭
り
に
、
け
え
さ
ね
え
（
帰
さ
な

い
）
所
に
ゃ
（
地
区
に
は
）
嫁
や

る
な

み
ん
な
で
作
る

楽
し
い
心
の
ふ
る
里

横
山
地
区

小
町
通
自
治
会

会
長

遠
藤
　
忠
男

こ
ま
ち
ど
お
り

光
が
丘
の
底
力

光
が
丘
地
区

自
治
会
連
合
会

会
長
　
神
澤
　
松
男

防
犯
・
防
災
活
動
と

自
治
会

大
野
中
地
区

自
治
会
法
人
大
沼
自
治
会

会
長
　
澁
谷
　
信
孝

田
名
専
属
の
青
パ
ト
が

活
躍
中
で
す

田
名
地
区

自
治
会
法
人
田
名
清
水
自
治
会

会
長

大
谷
　
定
雄

祭
り
の
上
溝
・
本
町
山
車

百
年
に
一
度
の

平
成
大
修
復

上
溝
地
区

自
治
会
法
人
本
町
自
治
会

会
長

古
川
　
武
美

「
自
治
会
報
　
さ
が
み
は
ら
」

は
、
皆
様
の
会
報
で
す
。

自
治
会
・
地
域
で
の
様
々
な
活

動
・
話
題
な
ど
の
情
報
や
ご
意
見

を
お
寄
せ
く
だ
さ
い
。

お
問
い
合
わ
せ
は
、

相
模
原
市
自
治
会
連
合
会
事
務
局

（

０
４
２
・
７
５
３
・
３
４
１
９

E
-m
ail:jichiren@

w
ine.ocn.ne.jp

）へ

自
治
会
報  

さ
が
み
は
ら 

岸
　
　
久
夫
　 

吉
山
　
茂
利 

坂
井
　
敏
克
　 

佐
藤
　
彰
夫 

小
渕
　
三
郎
　 

福
田
　
愼
一 

大
谷
　
定
雄
　 

内
田
　
由
久 

櫻
井
　
孝
道 

（
小
　
山
） 

　
　
　
　
　
　
（
新
　
磯
） 

（
相
模
台
） 

　
　
　
　
　
　
（
清
　
新
） 

（
光
が
丘
） 

　
　
　
　
　
　
（
大
野
北
） 

（
田
　
名
） 

　
　
　
　
　
　
（
麻
　
溝
） 

（
東
　
林
） 

●
編
集
委
員 

ご
案
内
と
お
願
い

災
訓
練


